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住民票の写し・印鑑登録証明書の
様式が変わります

新型コロナウイルス感染症に伴う
傷病手当金の適用期間を延長します

証明書コンビニ交付サービスを
拡充します！

働き方改革等相談窓口を
設置しています

　3年1月4日㈪に区民の住民登録情報を管理する住民記録システム
を、新しい住民記録システムに切り替えます。これに伴い、住民票の
写し・印鑑登録証明書の様式を変更します。

―――問い合わせは、区民課住民記録係へ。

　杉並区国民健康保険加入で、新型コロナウイルス感染症に感染した場合、
または感染が疑われ、療養のため労務に服することができない方に支給を行っ
ている傷病手当金の適用期間を、3年3月31日まで延長します。
　支給を受けるためには申請が必要です。事前に電話で、お問い合わせくだ
さい。詳細は、区ホームページをご覧ください。
問国保年金課国保給付係☎︎5307-0328

　3年1月15日㈮から証明書コンビニ交付サービスで以下の証明書が新た
に取得できます。ただし、杉並区に本籍があり、有効な利用者証明用電
子証明書が搭載されたマイナンバーカードをお持ちの方に限ります。

―――問い合わせは、区民課住民記録係、課税課区民税係へ。

　事業者向けに、「働き方改革」の取り組みや「雇用調整助成金」の
活用等について、社会保険労務士に無料で相談ができる窓口を厚生労
働省東京労働局がウェルファーム杉並（天沼3-19-16）に設置してい
ます。相談をご希望の方は電話でご予約ください。
内窓口営業時間▶月・水・金曜日午前9時～午後5時（祝日を除く）　問東京
働き方改革推進支援センター☎︎0120-232-865（平日午前9時～午後5時）

　区は、区議会の同意を得て、近
こんどうじゅん

藤淳氏、久
く ぼ た

保田淳
じゅん

氏を杉並名誉区民に決定しました。
　名誉区民とは、区の発展や公共の福祉の増進・学術・技芸などに優れた功績があっ
た方に対して贈る称号で、今回、近藤氏、久保田氏が加わり、合計13人になりました。
　お二人はこれまでの功績が認められ、11月に文化勲章を受章しました。

◆�3年1月4日以前（システム切り替え前）の履歴が記載され
た住民票の写しについて

　新しい住民記録システムへの切り替えにより、全ての住民票が
改製されます。これに伴い、3年1月4日以前の情報が記載された
住民票の写しは、「改製原住民票」となります。
　交付手数料は、1通300円です。

◆新しい印鑑登録証明書の様式
　証明書の大きさは、A5横からA4横になります。印鑑登録番号
の変更はありません。印鑑登録証明書を請求するときは、これまで
と同様に、印鑑登録証または印鑑登録証兼住民票・税証明カード
を持参して申請してください。　

◆新しい住民票の写し・印鑑登録証明書の交付手数料
　これまで通り1通300円です。

◆新たに拡充する証明書・交付手数料
　・戸籍証明書（※）　1通350円
　・戸籍の附票の写し（※）　1通200円
　・個人番号記載の住民票の写し　1通200円
　※�本籍が杉並区にある方で、杉並区以外に住民票がある方は別
途手続きが必要となります。詳細は、区ホームページをご覧く
ださい。

◆取得できる証明書
　�住民票の写し、印鑑登録証明書、各種税証明書、戸籍証明書、
戸籍の附票の写し

◆利用時間
　�午前6時30分～午後11時（12月29日㈫～3年1月14日㈭、年末
年始、システムメンテナンス時除く）

※�証明書コンビニ交付サービスのほか、郵送請求または直接窓口
をご利用いただくこともできます。

自治体 催し名 日時・場所・内容 問い合わせ

北海道
名寄市

冬のなよろ
写真展

時3年1月4日㈪～8日㈮午前8時30分～午後5時（8日は11時まで）　場区役所1階ロビー　
内冬の生活や活動・人物・動物・景色などをテーマにした「なよろ冬カレンダー」の掲載
作品と応募作品の一部を展示　他「なよろ冬カレンダー」をプレゼント（数量限定）

文化・交流課

交流自治体からのお知らせ

名誉区民を決定しました

　古典全般にわたる深く広い教養に裏付けられた斬新
で信頼できる作品分析を特徴とする顕著な研究業績に
より、日本文学の発展に多大な貢献をされました。「新
日本古典文学大系」全百巻など多くの重要な作品、辞
典の出版に参画し、日本文学研究全体の高度化と普及
に寄与されました。とりわけ、独力で監修している「和
歌文学大系」は和歌文学研究の金字塔と評価されてい
ます。　久

く ぼ た

保田　淳
じゅん

　　

　物性物理学の分野において長年解明されていなかっ
た、極低温領域での微量の磁性分子を含む金や銅など
の電気抵抗の異変について、その原因を理論的に解明
し、この現象は「近藤効果」と呼ばれています。「近藤
効果」の理論は、さまざまな物理現象に関わることが
判明し、金属内多電子系についての根本問題の提起と
して世界的に知られ、金属理論の発展に多大な影響を
与えました。　近

こんどう

藤　淳
じゅん

　　氏 氏
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区民意見を
募集します

◇説明会（オープンハウス形式）

「杉並区地域防災計画（令和3年修正）（案）」

◇説明会（オープンハウス形式）

◇計画の目的
　区および防災関係機関等が、その機能を発揮し、区民の協力の下、災害
対策を実施することにより区民の生命、身体および財産を災害から保護する
ことを目的としています。

◇修正の概要
　区が実施した地震被害シミュレーションから明らかとなった課題等に対し、「3
日間を乗り切れる体制の構築」「地域性を考慮した共助の仕組みの構築」の対
策を追記したほか、過去の大規模災害の経験を踏まえた対策、新型コロナウイ
ルス感染症対策に関する事項、東京都地域防災計画との整合等を反映しました。

「3日間を乗り切れる体制」の構築（震災）
　区内の物流・生活インフラが寸断されても、発災から3日間を乗り越えら
れるように食料の区内備蓄や配送体制を整えます （避難者約11万人の3日分
の食料の区内備蓄の推進、旧杉並中継所跡地の活用等）。

「地域性を考慮した共助の仕組み」の構築（震災）
　地域ごとの被害の状況を踏まえ、避難者の受け入れ方法を再検討し、地

域間の共助の仕組みを整備します（他地域の避難者受け入れ体制の構築、
都立・私立高校および大学の補助代替施設としてのさらなる活用等）。

新型コロナウイルス感染症対策等の強化（震災・風水害）
　避難所での新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐための対策を検討
します（避難者の受け入れ方法の変更、感染防止に配慮した避難所運営
ルールの設定、体調不良者等の避難スペースのゾーニング、感染予防対
策物品の備蓄強化等）。

平成30年7月豪雨、令和元年東日本台風等の経験を踏まえた対応の具体化
（風水害）
　平成30年7月豪雨、令和元年東日本台風等の経験を踏まえ、災害が発生
する前に迅速な避難ができるように、体制の整備や備蓄品等の充実を図りま
す（水害時の避難所の再配置、区民への垂直避難の推奨等）。

　また、減災目標および具体的な取り組みを見直すとともに、災害時の実施
業務をより明確化するため、予防対策を記載した「総則・予防対策」と、応
急・復旧対策を記載した「応急・復旧対策」に構成変更を行います。

　策定に先立ち、「杉並区区民等の意見提出手
て

続
つづき

に関する条例」に基づき、｢広報すぎなみ」  8月1日号などで公表し、皆さんから
ご意見を伺いました。 　―――問い合わせは、ごみ減量対策課事業計画係へ。

●意見提出期間＝8月1日～31日　●意見提出件数＝2件（延べ3項目）

区民等の意見提出手続き（パブリックコメント）の結果をお知らせします

いただいたご意見の概要と区の考え方
ご意見の概要 区の考え方

災害時の廃棄物処理には区民の自覚・協力が不可欠なことは論を待たない。これ
は発災時には自分たちが何をすべきかを、平常時より周知して自覚していただい
ておくことが肝要であり、そのことをいかに実効性のある方策をもって行ってい
くかを考えていただきたい。

ご指摘のとおり、災害時の廃棄物処理には区民の皆さんの協力が不
可欠です。そのため、他自治体の取り組みも参考にしながら、効果
的な広報を検討し、平常時から、災害時のごみの出し方等の啓発に
努めていきます。

震災などに際しては、がれきが道路をふさぐ可能性も高い。道路啓開を早急に進
めるために、早期においては運搬距離を極力短くすべきであり、道路脇にあるよ
うな駐車場などの一時使用等を考慮に入れておくことも有用と考える。

区内には、がれきを仮置きする応急集積場所（一時積み置き場）や
一次仮置き場（分別処理場）として活用可能な、一定規模を有する
公園等が多数あることから、これらの公園等の公有地の活用を基本
としています。また、必要面積が不足する場合に備え、平常時から
駐車場等の借用可能な私有地の候補地選定を検討していきます。

近年、ゲリラ豪雨や暴風などにより大規模とは言えないが局所的に建物被害が発生
する水害、風害が多発しており、そうした災害で自宅が破損した場合、自ら業者など
の手配を行い処理するなど、被害にあった区民は生活再建に苦労されている。よっ
て、当該計画案は大規模災害時の廃棄物処理に係るものであるが、局所的、また小
規模な被害による廃棄物の処理についての視点も盛り込む必要が有ると考える。

局所的または小規模災害によって発生した廃棄物処理について、個
人で処理できない場合等は、本計画の考え方を踏まえつつ、個別対
応の実施等について検討していきます。

　「杉並区災害廃棄物処理計画」（案）の策定についての全文、いただいたご意見の概要と区の考え方は、区政資料室（区役所西棟2階）、区民事務
所、図書館（成田図書館を除く）、杉並清掃事務所、同事業所方南支所・高円寺車庫で3年1月19日まで閲覧できます（各閲覧場所の休業日を除く）。
また、区ホームページ（トップページ「区民等の意見提出手続き〈パブリックコメント〉」）でも閲覧できます。

「杉並区災害廃棄物処理計画」（案）の策定について

令和2年（2020年）12月15日　No.2292

◇閲覧・意見募集期間（必着）　12月18日～3年1月17日
◇ 閲覧場所　防災課（区役所西棟6階）、区政資料室
（西棟2階）、区民事務所、図書館（成田図書館を除く、
永福図書館は12月30日まで）
◇ 意見提出方法　はがき・ファクス・Eメール・閲覧
場所にある意見用紙に書いて防災課防災計画担当FAX

3312-9402　 bosai-k@city.suginami.lg.jp。ご意

見には、住所・氏名（在勤の方は勤務先の名称と所在
地、在学の方は学校名と所在地、事業者は事業所名と
所在地・代表者の氏名）を記入（区ホームページにも
ご意見を書き込めます）。
　 ※いただいた主な意見の概要とそれに対する区の考え
方などは、後日公表する予定。
◇問い合わせ　防災課

【ご意見をお寄せください】



すぎなみ学　有馬 または詳しくは

写真提供：有馬頼央

問産業振興センター観光係☎5347-9184

　すぎなみ地域大学は、地域活動に必要な技術・知識を学び、仲間を広げ、皆さんが地域で活動し、協働の担い手と
して活躍するための仕組みです。 ――― 問い合わせは、地域課地域人材育成係☎3312-2381へ。

まちを彩る「学び」の力

特別講座

「ことばの力」

時3年1月30日㈯午前10時30分～正午　場セシオン杉並（梅里1-22-
32）　師作家・重松清（右写真）　対区内在住・在勤・在学で中学生
以上の方　定280名（申込順）　申電話・メール（12面記入例）に
在勤・在学の場合は勤務先・学校名、託児希望の有無も書いて、地
域課地域人材育成係　他小学生以下のお子さんは同伴不可

すぎなみ地域大学＆すぎなみ大人塾共同開催

講座一覧

講座名 日時・場所・対象・定員（抽選）・費用 応募締め切り日
(必着)

地域活動実践コース

傾聴ボランティア養成講座
時3年1月29日～3月5日の毎週金曜日、午後1時30分～4時30分（計6回）　場区役所分庁舎（成田
東4-36-13）　定18名　費3000円

3年1月7日

健康づくりリーダー講座
時3年2月3日～3月10日の毎週水曜日、午前10時～午後0時30分（2月10日は午後2時～4時。計6
回）　場杉並保健所（荻窪5-20-1）　定15名　費3000円

3年1月13日

救急協力員講座
時3年2月20日㈯・27日㈯午前9時～午後0時15分　場杉並保健所（荻窪5-20-1）　対区内在住・
在勤・在学で、救命技能認定証を持っていない16歳以上の方　定各12名　費各500円

3年1月28日

「ボランティアってなんだ？」
with コロナのボランティアを考える

時3年2月20日㈯午後1時30分～4時　場ウェルファーム杉並（天沼3-19-16）　師NPO法人ハンズ
オン埼玉常務理事・西川正　定30名

3年1月31日

南相馬ヒューマンライブラリー2020 時3年2月28日㈰午後1時30分～4時　場区役所分庁舎（成田東4-36-13）　定24名 3年1月31日

※対の記載がないものは、区内在住・在勤・在学の方。

1～3月開講講座の新規受講生を募集します

「有馬記念」を創った
荻窪の政治家、
有馬頼

より

寧
やす

　明治17年生まれ。華族であ
りながらリベラルな立場で政界
の革新に尽力した一方、プロ野
球や競馬などスポーツとの関
わりも深く、毎年12月末に行わ
れるG1レース「有馬記念」を
創った人物として知られていま
す。著書「花売爺」には、西
荻窪駅の名付け親になったエピ
ソードが収められています。

第153号

内出演＝永峰大輔（指揮。右上写真）　定280名（抽選）　
申東京電子自治体共同運営サービス（右2次元コード）か
ら12月22日までに申し込み　問文化・交流課　他当選し
た方にはEメールで12月25日までに通知。座席指定不可

　区と友好提携を結ぶ日本フィルハーモニー交
響楽団による、普段見ることのできない指揮者と
オーケストラとの音楽づくりの様子を間近でご覧
いただけます。

日時   3年1月7日㈭午後3時（1時間程度） 
場所   杉並公会堂（上荻1-23-15）

日本フィル公開リハーサル

※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

広告

©N_IKEGAMI

小説「ルビィ」「ナイフ」などの著者　重松清氏の講演会
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  すぎなみ地域大学への申し込み方法
申はがき・ファクス・Eメール（12面記入例）に受講動機と修了後の活動目標、在勤・在学の場合は勤務先・学校名も書い
て、地域課地域人材育成係（〒166-0015成田東4-36-13FAX 3312-2387 tiikidaigaku-t@city.suginami.lg.jp）。すぎなみ
地域大学ホームページ（右2次元コード）からも申し込めます　他詳細は、募集案内（駅の広報スタンド、区役所、区民事
務所、図書館等で配布）参照



井草地域区民センター協議会
〒167-0022下井草5-7-22
☎3301-7723
HPhttp://www.igusahome.sakura.ne.jp/

新春いぐさ演芸会
時3年1月27日㈬午後2時～4時　場同
センター　内出演＝昔々亭慎太郎ほか　
定30名（抽選）　申往復はがき（12面
記入例）で、3年1月10日（必着）ま
でに同協議会　他長寿応援対象事業

西荻地域区民センター協議会
〒167-0034桃井4-3-2
☎3301-0815
HPhttp://nisiogi-center.sakura.ne.jp/wp/

新春初市きずなまつり
時3年1月17日㈰①午前9時～11時②
午後1時～3時　場西荻南区民集会
所（西荻南3-5-23）　内①スタンプラ
リー（小学生以下の方対象。150名に
景品あり〈先着順〉）、ワークショッ
プ、大宮前郷土芸能保存会の獅子舞・

おはやし上演②落語▶出演＝古今亭
菊生、台所おさん　定②30名（抽
選）　申②往復はがき（12面記入例）
で、12月28日（必着）までに同協議
会　他協働先＝西荻東銀座会、西荻
南きずなサロン

荻窪地域区民センター協議会
〒167-0051荻窪2-34-20
☎3398-9127
HPhttp://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

認知症予防は笑いから
時3年1月13日㈬午前10時30分～午後
0時30分　内 師講演「笑うことは脳を
活性化させ認知症の進行を遅らせる
効果があるという」（東京都健康長寿
医療センター研究所・藤原佳典）、落
語「精鋭会員による落語を三席、大い
に笑っていただきます」（杉並江戸落語
研究会会員）　定40名（抽選）　費200
円　申往復はがき（12面記入例）で、
3年1月4日（必着）までに同協議会

さいえんす縁日
時 3年1月17日㈰午後1時～4時　内
ホーバークラフト体験、紙ひこうき大
会、バルーン電話で遊ぼう、手づくり
マヨネーズ体験ほか　費100円　他協
働先＝サイエンスホッパーズ、だがし
や楽校サイエンスくらぶほか
コロナ後の持続可能な世界へ向けて
時 3年1月24日㈰午後1時30分～3時　
師文教大学国際学部国際理解学科教
授・林薫　定30名（抽選）　費200円　
申往復はがき（12面記入例）で、3年
1月10日（必着）までに同協議会
東京文化会館 はじめましてクラシッ
ク～オペラへの誘

いざな

い
時3年1月31日㈰午後2時～3時　内出
演＝澤田知世、清水理恵、高橋洋介ほ
か▶曲目＝ロッシーニ「オペラ『セビリ
アの理髪師』」ほか　定30名（抽選）　
申往復はがき（12面記入例）で、3年1
月17日（必着）までに同協議会

いずれも 
場荻窪地域区民センター

阿佐谷地域区民センター協議会
〒166-0004阿佐谷南1-47-17
☎3314-7215
HPhttp://www.asagaya-kyogikai.org/

杉並の昔　阿佐谷文士村とは？
時3年2月6日㈯午後2時～4時　場同
センター　師阿佐谷図書館長　定40
名（抽選）　申往復はがき（12面記入
例）で、3年1月26日（必着）までに
同協議会　他長寿応援対象事業

高円寺地域区民センター協議会
〒166-0011梅里1-22-32
☎3317-6614
HPhttp://www.koenji-kyogikai.org/

健康講演会「薬とサプリメント～安全
に利用するためのポイント」
時3年1月27日㈬午後2時～4時　場同
センター　師杉並区薬剤師会・藤井
美枝　定30名（抽選）　申往復はがき

（12面記入例）で、3年1月7日（必着）
までに同協議会　他長寿応援対象事
業

詳細・問い合わせは、各地域区民センター協議会へ
（月～金曜日午前8時30分～午後5時〈祝日、年末年始を除く〉）。
は、地域の団体との協働事業です。

毎月15日号に掲載

内協議会で行う催し等の企画・実施、広報活動ほか▶任期＝下表のとおり（1期2年。原則2期活動）▶活動場所＝地域区民センター・区民
集会所▶資格＝下表のとおり▶募集人員＝若干名～10名程度▶委員活動費＝交通費程度　申問申込書（各地域区民センターで配布。各協議
会ホームページからも取り出せます）を、各協議会事務局へ郵送・持参　他詳細は、各協議会へ。申込書は返却しません

地域区民センター協議会 任期 資格 締め切り（必着）
井草

〒167-0022下井草5-7-22
☎︎3301-7723

3年6月1日～5年5月31日 井草・上井草・下井草の全域、今川1・2丁目、清水2・3丁目に在住の方 3年2月26日

西荻
〒167-0034桃井4-3-2

☎︎3301-0815
3年4月1日～5年3月31日

今川3・4丁目、上荻2～4丁目、松庵2・3丁目、善福寺・西荻北・西荻南
の全域、桃井3・4丁目、南荻窪2・3丁目、宮前3～5丁目に在住・在勤・
在学の方

3年1月22日

荻窪
〒167-0051荻窪2-34-20

☎︎3398-9127
3年4月1日～5年3月31日

天沼・荻窪の全域、上荻1丁目、清水全域、宮前1～3丁目、本天沼2・3
丁目、南荻窪全域、今川1・2丁目、桃井1・2丁目、高井戸東4丁目、宮
前4丁目26～28番、浜田山4丁目16～18番、成田西2丁目9～14番、成
田西3丁目17～20番、阿佐谷南3丁目13、48～51番、本天沼1丁目6・7、
14～16番に在住・在勤・在学の方

3年2月1日

阿佐谷
〒166-0004阿佐谷南1-47-17

☎︎3314-7215
3年4月1日～5年3月31日

阿佐谷北・阿佐谷南・成田東・成田西・松ノ木の全域、梅里2丁目、大
宮1丁目5・6番、大宮2丁目、浜田山4丁目、荻窪1・3丁目、天沼1丁目、
本天沼1丁目、本天沼2丁目40・41番、下井草1・2丁目に在住の方

3年1月6日

高円寺
〒166-0011梅里1-22-32

☎︎3317-6614
就任時～4年10月 高円寺北・高円寺南・和田の全域、梅里1丁目、松ノ木2・3丁目、堀ノ

内2・3丁目に在住の方 随時募集

高井戸
〒168-0072高井戸東3-7-5

☎︎3331-7980
3年2月～4年10月 上高井戸・高井戸西・高井戸東・久我山・浜田山の全域、宮前1・2・4・

5丁目、松庵1丁目、下高井戸1・3・5丁目に在住の方 3年1月29日

永福和泉
〒168-0063和泉3-8-18

☎︎5300-9412
3年4月～5年4月 方南・和泉・永福の全域、下高井戸1～4丁目、浜田山1・3・4丁目、堀

ノ内1丁目、大宮全域に在住・在勤・在学の方 3年1月6日

地域区民センター協議会委員の募集
あなたも「まち」で楽しく活動してみませんか？

※高円寺・高井戸地域区民センター協議会委員は任期途中での追加募集。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

広告

令和2年（2020年）12月15日　No.2292

　新型コロナウイルス感染症の影響等により、杉並会館の宴会室の利用
を、3年4月～4年3月末まで全日休止するとともに、集会室の夜間利用(午
後7時～9時)も同様に休止します。これに伴い、施設の閉館時間は午後6
時(集会室の延長利用は可)となりますので、ご注意ください。
　詳細は、区ホームページ（右2次元コード）をご覧ください。
問区民生活部管理課

3年度における杉並会館の施設利用を
一部休止します




